
 

平成２４年６月２７日 

東 海 総 合 通 信 局 
 

 

「戦略的情報通信研究開発推進制度（ＳＣＯＰＥ）」に係る 

平成２４年度研究開発課題の公募の結果 
～ 東海地域で過去最多の採択 ～ 

 
 
 
 

※SCOPE：Strategic Information and Communications R&D Promotion Programme 

 
戦略的情報通信研究開発推進制度（ＳＣＯＰＥ）に係る平成２４年度研究開発課題

は、平成２３年１２月２６日（月）から平成２４年２月３日（金）までの間、公募を

行った結果、全国で２１４件（うち、東海地域は３２件）の応募がありました。 
これらの提案について外部評価を実施し、その結果を踏まえて、全国で６８件（う

ち、東海地域は１１件）を採択したものです。 
 
１ 東海地域における採択課題 

【ＩＣＴイノベーション創出型研究開発】 

（ライフ・イノベーションの推進） 

研 究 代 表 者 研 究 開 発 課 題 名  

岐阜大学 川
かわ

﨑
さき

 晴
はる

久
ひさ

 
意志合意形成に基づくロボットハンド

遠隔操作システムの研究開発 

名古屋大学 高田
た か だ

 広
ひろ

章
あき

 
次世代車載連携アプリケーション向け

分散処理プラットフォームの開発 

 

（社会にパラダイムシフトをもたらす技術革新の推進） 

研 究 代 表 者 研 究 開 発 課 題 名  

名古屋大学 吉田
よ し だ

 俊和
としかず

 

ソーシャルメディアにおける青少年の

人間関係抽出技術とネットいじめ予防

への応用 

名古屋大学 中里
なかざと

 和郎
か ず お

 
生体－半導体ハイブリッドセンサ技術

の研究開発 

名古屋大学 小澤
お ざ わ

 正直
まさなお

 
擾乱計測技術に基づく安全な量子通信

の研究開発 

静岡大学 渡邊
わたなべ

 実
みのる

 ディペンダブル光ＦＰＧＡの研究開発 

総務省は、「戦略的情報通信研究開発推進制度（ＳＣＯＰＥ）※」の平成２４年度

研究開発課題の公募において、東海地域では１１件の提案課題を採択しました。 

 

◇本省と同時発表 

◇資料配付先 

・東海総合通信局記者クラブ  

・静岡県社会部記者クラブ 
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【若手ＩＣＴ研究者等育成型研究開発】 

研 究 代 表 者 研 究 開 発 課 題 名  

名古屋工業大学 福嶋
ふくしま

 慶
のり

繁
しげ

 
機械の視覚のための奥行き画像の高効

率符号化・伝送形式の開発 

アンヴァール株式会社 櫻井
さくらい

 重利
しげとし

 
次世代蓄電デバイスに向けた革新的電

極材料の開発 

 

【地域ＩＣＴ振興型研究開発】 

研 究 代 表 者 研 究 開 発 課 題 名  

名城大学 渡邊
わたなべ

 晃
あきら

 

スマートフォンとモバイルネットワー

クを用いた弱者見守りシステム TLIFES 

の実現 

朝日大学 勝又
かつまた

 明敏
あきとし

 
知的画像処理の活用による高度歯科遠

隔診断システムの研究開発 

三重大学 亀岡
かめおか

 孝
たか

治
はる

 

センサーネットワークを活用した植物

工場における自動計画生産システムの

研究開発 

 
東海地域における採択課題の詳細は、別紙１のとおりです。 
また、平成２４年度の応募件数及び採択件数は、別紙２のとおりであり、全国に

おける採択課題の詳細は、以下のホームページを御覧ください。 

・総務省のＳＣＯＰＥホームページ 

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01tsushin03_02000037.html 
 

 
【関連報道発表】 
 ・「戦略的情報通信研究開発推進制度（ＳＣＯＰＥ）」の平成２４年度研究開発課題の

公募（平成２３年１２月２６日） 
 http://www.soumu.go.jp/soutsu/tokai/tool/kohosiryo/hodo/23/12/1226-1.htm 
 

 

 
【連絡先】東海総合通信局 

情報通信連携推進課長 飯田、中村 

電話：０５２-９７１－９３１３ 
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戦略的情報通信研究開発推進制度（ＳＣＯＰＥ） 

【ＩＣＴイノベーション創出型研究開発】 

（ライフ・イノベーションの推進） 

研究代表者 研究開発課題名等 研究概要 研究分担者 

川
かわ

﨑
さき

 晴
はる

久
ひさ

 

（岐阜大学） 

 

意志合意形成に基づくロボットハンド

遠隔操作システムの研究開発 

 

研究期間：平成２４～２６年度（３年間） 

遠隔操作において、マスターの操作にスレーブが追従すること

を基本としつつも、スレーブに安全性や最適性に関する複数の

部分自律運動機能を持たせ、操作者の動作意図に応じて部分

自律機能を働かせる遠隔操作システムの基本方式を確立す

る。さらに、多指ハプティックインターフェイスを用いた人間型ハ

ンドロボットによる遠隔触診システムにより、その有効性を実証

する。このため、操作者とロボットの意志合意形成技術、人体の

柔らかさを提示可能なハプティックインターフェイス、人間型ハン

ドロボットによる遠隔触診システムを研究開発する。 

今田 葉子 

遠藤 孝浩 

川合 隆光 

西本 裕 

毛利 哲也 

 （以上、岐阜大学） 

上木 諭 

 （豊田工業高等専門学校） 

高田
た か だ

 広
ひろ

章
あき

 

（名古屋大学） 

次世代車載連携アプリケーション向け

分散処理プラットフォームの開発 

 

研究期間：平成２４～２６年度（３年間） 

本研究では、車両の速度や位置情報など更新頻度が高い車載

データを、論理的なデータ空間へ統合し、遅滞無くアプリケーシ

ョンから統一的な手法でアクセスするプラットフォーム研究を行

っており、平成 24 年度から企業との共同研究を開始する。本提

案では、この研究成果を、車外から使用できるようにし、かつ自

動車の種類やネットワークなどの違いを意識することなく、統一

的にデータをアクセスするプラットフォームを実現する。 

佐藤 健哉 

島田 秀輝 

（以上、同志社大学） 

石川 佳治 

本田 晋也 

山口 晃広 

山本 雅基 

（以上、名古屋大学） 

中本 幸一 

（兵庫県立大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【別紙１】 
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（社会にパラダイムシフトをもたらす技術革新の推進） 

研究代表者 研究開発課題名等 研究概要 研究分担者 

吉田
よ し だ

 俊和
としかず

 

（名古屋大学） 

ソーシャルメディアにおける青少年の

人間関係抽出技術とネットいじめ予防

への応用 

 

研究期間：平成２４～２６年度（３年間） 

仲間外れや無視など人間関係を操作するネットいじめを対象と

する。青少年の人間関係をソーシャルグラフとして抽出し、その

構造的特徴からネットいじめの検出を行う技術を確立する。本

技術確立に向けて、社会心理学の観点でネットいじめの発生メ

カニズムをモデル化し、情報工学の観点で検出アルゴリズムを

開発する学際的なアプローチで研究開発を進める。また確立し

た技術を社会に根付かせるため、ネットいじめ予防システムの

設計や、実証評価を進める。 

田上 敦士 

長谷川 亨 

本庄 勝 

 （以上、株式会社 KDDI 研

究所） 

大西 彩子 

 （甲南大学） 

三島 浩路 

 （中部大学） 

黒川 雅幸 

 （福岡教育大学） 

中里
なかざと

 和郎
か ず お

 

（名古屋大学） 

生体－半導体ハイブリッドセンサ技術

の研究開発 

 

研究期間：平成２４～２６年度（３年間） 

検体に特別な処理を施さないラベルフリーで、ユビキタス情報社

会と整合性の高い電気的検出法を用いた生体－半導体ハイブ

リッドセンサの実現に向けて、生体分子の新しい電気的検出

法、生体分子の高精度検出のための新しいアナログ CMOS 回

路技術、溶液搬送を含む実装技術を開発する。従来に比べ

10-100 倍の安定性・精度向上を図ることにより実用化のレベル

まで引き上げ、半導体集積回路チップの汎用化・標準化を行う。 

－ 

小澤
お ざ わ

 正直
まさなお

 

（名古屋大学） 

擾乱計測技術に基づく安全な量子通

信の研究開発 

 

研究期間：平成２４～２６年度（３年間） 

量子インストルメントの一般理論における小澤の不等式で定式

化される新しい不確定性原理に基づき、盗聴通信路の擾乱に

関する一般理論を確立するとともに、それらを現実の系に応用

するために、弱測定の一般理論を展開して、弱測定によって通

信路の擾乱を計測する基礎技術を開発する。また、盗聴下通信

のための新しい符号化方式を考案し、量子インストルメントを用

いた通信路モデルにおける符号性能の解析を行う。 

 

浜田 充 

（玉川大学） 

枝松 圭一 

（東北大学） 
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研究代表者 研究開発課題名等 研究概要 研究分担者 

渡邊
わたなべ

 実
みのる

 

（静岡大学） 

ディペンダブル光ＦＰＧＡの研究開発 

 

研究期間：平成２４～２６年度（３年間） 
 

宇宙放射線の入射による一時的なソフトエラーに強い耐性を持

ち、同入射が累積されて恒久的な故障が発生してもリモートによ

る再プログラムで復旧ができ、宇宙空間で安心して長期に渡り

使用できるディペンダブル光 FPGA(Field Programmable Gate 

Array)を開発する。このディペンダブル光 FPGA は高信頼性だ

けでなく宇宙空間での高速な計算・複雑なアルゴリズムの実行

をも可能にし、通信衛星の高性能化にも大きく寄与する。また、

地球上においても、福島第一原子力発電所内外の復旧に用い

る災害対策ロボットの集積回路としても大変有効なデバイスで

ある。 

小林 史典 

（九州工業大学） 

荻原 昭文 

（神戸市立工業高等専門   

学校） 

大坪 順次 

（静岡大学） 

 

【若手 ICT 研究者等育成型研究開発】 

研究代表者 研究開発課題名等 研究概要 研究分担者 

福嶋
ふくしま

 慶
のり

繁
しげ

 

（名古屋工業大学） 

機械の視覚のための奥行き画像の高

効率符号化・伝送形式の開発 

 

研究期間：平成２４～２６年度（３年間） 

奥行き画像の動画像に対して「1/200」の圧縮率を目指す。これ

は、現行最高の映像圧縮方式である H.264/AVC が映像圧縮

に関して達成している数値の 2 倍である。そのために、オブジェ

クト符号化の奥行き画像拡張、バイラテラル超解像、従来とは

異なる新たな変換符号化を導入する。そして、圧縮時の情報損

失が、画像品質ではなく、物体の検出率や認識率、3 次元再構

成の品質に及ぼす影響が少ない符号化を開発する。 

－ 

櫻井
さくらい

 重利
しげとし

 

（アンヴァール株式会社） 

次世代蓄電デバイスに向けた革新的

電極材料の開発 

 

研究期間：平成２４～２６年度（３年間） 
 

東北大学で開発したナノポーラス金属を基軸として 

＊ 従来のバッテリーが抱えている問題である寿命が短いこと、

従来のキャパシタが抱えているエネルギー密度が低いことの両

方を解決できる次世代スーパーキャパシタを開発する。 

＊ 次々世代の蓄電池として脚光を浴びているリチウム空気電

池などの空気極として活用する。 

の２点を重点として次世代蓄電池を開発する。 

藤田 武志 

（東北大学） 
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【地域ＩＣＴ振興型研究開発】 

研究代表者 研究開発課題名等 研究概要 研究分担者 

渡邊
わたなべ

 晃
あきら

 

（名城大学） 

スマートフォンとモバイルネットワークを

用いた弱者見守りシステム TLIFES の

実現 

 

研究期間：平成２４～２５年度（２年間） 

スマートフォンにより弱者の位置や行動だけではなく、通信機能

を備えた健康機器や車両など周辺装置との連携によるセンシン

グを行うことにより、弱者の周辺情報を包括的に収集する。これ

らのデータをネットワーク上に蓄積することにより、過去の履歴

との差異を用いて、携帯端末が単体では判断できなかったよう

なアラームをリアルタイムで検出する。さらに、弱者、見守る側、

ネットワークの間で安全かつシームレスに情報伝達できる技術

を開発する。 

旭 健作 

川澄 未来子 

小中 英嗣 

鈴木 秀和 

中野 倫明 

山田 宗男 

山本 修身 

 （以上、名城大学） 

勝又
かつまた

 明敏
あきとし

 

（朝日大学） 

知的画像処理の活用による高度歯科遠

隔診断システムの研究開発 

 

研究期間：平成２４～２５年度（２年間） 

歯科の画像から、知的画像処理技術を駆使して口腔疾患と全

身疾患の検出／評価法を開発する。 

歯科遠隔診断にその技術を結合し、医科、歯科（専門医）、歯科

（開業医）のシームレスな連携が可能な ICT 診断支援システム

を構築する。この ICT 診断支援システムの有用性を示すため

に、地域の歯科医師会に所属する歯科医院を対象に実証実験

を行う。これにより、ICT 診断支援システムを活用すれば、患者

は地方の歯科医院を受診した場合でも、都市部と同等の専門

性の高い診断を享受でき、さらに、全身疾患の早期発見も可能

になることを証明する。また、実証実験で収集した大規模画像

データを活用して疫学調査研究を行い、口腔疾患と全身疾患の

関係についての新知見の獲得を目指す。 

林 達郎 

原 武史 

藤田 廣志 

 （以上、岐阜大学） 

小久保 崇史 

 （メディア株式会社） 
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ハイライト表示



研究代表者 研究開発課題名等 研究概要 研究分担者 

亀岡
かめおか

 孝
たか

治
はる

 

（三重大学） 

センサーネットワークを活用した植物工

場における自動計画生産システムの研

究開発 

 

研究期間：平成２４～２５年度（２年間） 

本研究は、センサーネットワークを有効活用することで最適な計

画生産を自動化できる、次世代型植物工場システムの実現方

法を検討する。主要な研究テーマと成果目標は、①緻密な環境

制御が可能な環境情報収集方法の確立、②高精度な生産期間

予測モデルの構築と有効性の検証、③最適栽培スケジューリン

グシステムの構築と有効性の検証、④最適栽培スケジューリン

グシステムを組み込んだ植物工場システムでの実証実験によ

るシステムの有効性の検証と課題の明確化、の 4 つである。 

請川 克之 

加藤 雅樹 

斉藤 努 

 （以上、株式会社構造計

画研究所） 

川北 友博 

 （チトセ工業株式会社） 

礒崎 真英 

近藤 宏哉 

 （以上、三重県農業研究

所） 

橋本 篤 

 （三重大学） 
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【別紙２】 

 
平成２４年度の応募件数及び採択件数 

 
平成２４年度から新規に実施する研究開発課題の応募件数と採択件数は、以下の 

とおりです。 
 

１ 東海地域におけるプログラム毎の応募件数と採択件数（カッコ内は前年度の件数） 

 プログラム名 応募件数 採択件数 

ＩＣＴイノベーション創出型研究開発 17( 15) 6(  1) 

若手ＩＣＴ研究者等育成型研究開発 4(  1) 2(  0) 

地域ＩＣＴ振興型研究開発 11(  6) 3(  2) 

合   計 32( 22) 11(  3) 

 

２ 全国におけるプログラム毎の応募件数と採択件数（カッコ内は前年度の件数） 

プログラム名 応募件数 採択件数 

ＩＣＴイノベーション創出型研究開発 109(112) 27 ( 14) 

若手ＩＣＴ研究者等育成型研究開発 35( 49) 15 ( 11) 

地域ＩＣＴ振興型研究開発 70( 91) 26 ( 26)  

合   計 214(252) 68 ( 51) 
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